
 

 

福島県県民健康調査データの学術研究目的のための第三者提供に関する 

制度検証の進捗について 

 

令和７年５月１６日  

福島県県民健康調査課  

 

１ 経過 

（１）事前相談及び申請書提出（令和５年４月～令和７年１月） 

第４７回「県民健康調査」検討委員会（令和５年３月）後、制度検証に協力いただく研究者

において研究計画が策定され、県に研究計画書及びデータ提供にかかる申請書が提出された。

県では、審査会の開催にむけ、その内容について事前確認を行った。 

（２）福島県県民健康調査の調査情報提供に関する審査会の開催（令和７年２月、３月） 

申請内容にかかる審査が行われ、その結果が県に報告された。 

（３）データ提供の承認（令和７年４月） 

審査結果を踏まえ、県で提供を承認した。 

（４）オプトアウトの実施（令和７年５月～６月） 

調査対象者への配慮のため、自身の情報が研究に提供されることを望まない方から拒否の申し

出を受け付ける。 

 

２ 今後の予定 

（１）オプトアウトにて申し出された方の情報を除外の上、データを提供する。 

（２）提供後は、適宜、「公表」に係る確認を実施する。（論文公表時の最終的な確認だけではなく、学

内での報告等、利用者以外の者に研究の途中経過を示す場合も「公表」に該当するとしている。） 

（３）利用期間中の対応として、実地監査等、その他ガイドラインに定める事項も必要に応じ検証を行

う。 

 

○ 参考 

 【実施フロー】 

 

 

 

 

 

 

（制度検証協力研究者） 

研究者 近畿大学医学部 公衆衛生学教室 今野 弘規 教授 

研究の課題名 避難・線量と健康診査及びこころの健康度・生活習慣に関する調査結果との関連 

（循環器疾患とその危険因子に関する県単位および福島県内地域単位での動向把

握に関する調査研究） 

 

②利用申請（申請者） ③申請書審査(県・審査会) 

⑥データ提供 

⑦研究(申請者) ⑧公表物審査(県・審査会) 

④承認・不承認決定（県） ⑤オプトアウト 

⑨論文公表(申請者) 

①事前相談（申請者・県） 

③－1

233856
テキストボックス
資料3





